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　来宮駅から会場まで「夢」の小さい紙が道しるべ．第 1回夢のシンポジウムは 1964 年 7月 15日
から 17日，早稲田大学の双柿舎（熱海，坪内逍遥旧居）で開催された．これはその後夏のプロシン
と情報科学若手の会へ発展する．編集子の夢は個人用計算機が欲しい，世界中の計算機を接続した
い，だったが，約 10年後，パソコンとインターネットで現実に．40年後の今の夢はセキュアなOS
と見やすく使いやすいヘッドマウントディスプレイといたって平凡だ．
　特集は「組み込みソフトウェア開発技術」（片岡欣夫，ゲストエディタ平山雅之，青木利晃）．家
のモーター数が電化度指標である如く，μプロセッサ数が IT化度を示す．IT化度は急速増加中な
ので，失敗のゆるされぬ，納期も守るべき開発にはモデル，ツール等総動員状態である．
　数学の表記は人間の知性ゆえに単純であったのに，電子化でタグだらけの表記とは情けなや．型
タグつきでは実数で成り立つ公式が複素数でも使えると知るあの感動はもう過去のもの（高山信毅
「ディジタル数学公式集の現状と未来」）．
　増市博他の「文法記述に基づく言語解析の進展と多言語処理の可能性」は多国語で表された相互
に翻訳可能な文の意味の深い構造はほぼ同じであるという認識から，それを中間言語として多国語
間の翻訳を試みようという計画の解説である．半年に一度全言語の文法記述担当者が集まってミー
ティングするという．一体何語で話すのか．
　「ユーザ参加型の住宅設計システム」（鈴庄忠司）は施主が自分の家の外観，内観など各方面から眺
めることで設計に関与できるシステムである．最近のCGでは，視点が鳥さながら江戸城の中へ飛
んでいく．これを見れば家康君もほととぎすの気分になろう．
　季節外れな例示で恐縮だ．七五三の千歳飴が N本，いろいろな長さに出来てしまったとする．K

人の子どもに同じ長さの千歳飴を与えるにはどうするか問題が寺田実の書く「ケーブルマスタ」（プ
ログラムプロムナード）である．選挙の d'Hondt 方式と関係ありとは意外．
　アメリカ ITまわりは廣瀬正による「市場性の追求」が話題．利益，利益，ただ利益とシリコン
バレーの目まぐるしい変遷の様子が詳述してある．
　須藤修担当の日本の IT事情は「ITと環境保全型経済」．砂糖でビール樽を洗浄する話はさておき，
廃棄物ゼロのためにはネットワークを活用し企業集団の協力体制が必要と説く．
　これまで多くのプログラムを書くも，マイクロプログラムは未経験．名著名論の 1つは馬場敬
信がHusson のマイクロプログラムの教科書を紹介する．待てよ，ACEパイロットのようなレジ
スタ間のデータ渡しのプログラムって実はマイクロプログラムだったのかも．開発時にイリノイに
いた村岡洋一が Illiac IVを紹介．失敗プロジェクトの最大の功績はPh.D.student の輩出というが，
ICOTも同じだった．M. Kato は加藤満左夫（当時電電公社）．
　電子メイルでは 1回の操作で大勢への同報通信ができる．スパムの温床にもなるわけだ．学会員
諸氏にはML管理者もおられると推測する．今月の生活向上委員会には藤井直人が「メーリングリ
スト管理ソフト」を書いてくれた．Mailman は次の井上らの実験にも登場する．
　「実証的ソフトウェア工学環境への取り組み」（井上克郎他）ではソフトウェア開発が時間切れにな
るのを防ぐため，開発中に各種のデータをとり，進捗状況を判断する実験の話である．似たような
実証実験は過去にもあったようだが，進歩しているのだろうか．
　昨年の試合は飛車角落ちであった．こちらは進歩して今年は「飛車落ちのプロに勝った」らしい．
その「コンピュータ将棋」をまたも小谷善行が報告．
　情報技術と教育は疋田輝雄の「カリキュラムCC2001について」．コアカリキュラムに独自の味付
けできるところは，さすがによく考えてある．これはあくまで参考資料であり，各大学はその信念
に基づき独自のカリキュラムを工夫すべきである．
　今月は原稿が順調に揃っている状況であったが，最後はやはりどたばたした．執筆には早めにと
りかかり，推敲に時間を十分かけよう．吉川英治の句「稿なって牡丹の鉢を買う夜かな」の余裕が
大切．(jrh)
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